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生活保護
せいかつほご

のしおり 

このしおりは、生活保護制度
せいかつほごせいど

のしくみや申請
しんせい

の手続
てつづき

などについて説明
せつめい

したものです。 

わからないことやご相談
そうだん

のある方
かた

は、お気軽
きがる

に岡崎市福祉事務所
おかざきしふくしじむしょ

におたずねください。 

岡崎市福祉事務所
おかざきしふくしじむしょ

は、生活保護
せいかつほご

を利用
りよう

する方
かた

が少
すこ

しでも早
はや

く自分
じぶん

たちの力で
ちから

生活
せいかつ

できる 

よう支援
しえん

します。 
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生活保護
せいかつほご

制度
せいど

とは 

 

１ 生活保護
せいかつほご

制度
せいど

の目的
もくてき

 

日本国憲法
にほんこくけんぽう

第
だい

２５条に
じょう

「すべて国民
こくみん

（※）は、健康
けんこう

で文化的
ぶんかてき

な最低限度
さいていげんど

の生活
せいかつ

を

営む
いとな

権利
けんり

を有
ゆう

する」と定
さだ

められています。 

これを「生存権
せいぞんけん

」といい、基本的人権
きほんてきじんけん

のひとつです。 

私たち
わたし

の一生の
いっしょう

間に
あいだ

は、病気
びょうき

、高齢
こうれい

、けが、失業の
しつぎょう

ほか 

家族
かぞく

が亡
な

くなるなど、自分
じぶん

たちで努力し
どりょく

ても暮
く

らしに困
こま

って、 

どうにもならないときがあります。 

生活保護
せいかつほご

は、そのようなときでも最低限度
さいていげんど

の生活
せいかつ

を 

送
おく

ることができるように、必要
ひつよう

なお金
かね

や医療
いりょう

などを 

給付
きゅうふ

する制度
せいど

です。 

また、将来的に
しょうらいてき

自立
じりつ

した生活
せいかつ

が送
おく

ることができる 

ように支援
しえん

することを目的
もくてき

としています。 

 

※「すべての国民
こくみん

」について 

【外
がい

国籍
こくせき

の方
かた

】 

 生活保護法
せいかつほごほう

が定
さだ

める「国民
こくみん

」にあたらないため、生活保護
せいかつほご

制度
せ い ど

は利用
りよう

できません。 

ただし、在留資格
ざいりゅうしかく

があり就労活動に
しゅうろうかつどう

制限を
せいげん

受
う

けない方
かた

、難民認定
なんみんにんてい

を受
う

けた方
かた

には、行政措置
ぎょうせいそち

として生活保護
せいかつほご

に準ずる
じゅん

取扱い
とりあつか

をします。 

 

【暴力団員】
ぼうりょくだんいん

 

 生活保護法
せいかつほごほう

が定
さだ

める「保護
ほご

の要件
ようけん

」を満
み

たさないものとして、急迫し
きゅうはく

た状態に
じょうたい

ある場合
ばあい

を

除き
のぞ

申請を
しんせい

却下
きゃっか

します。また、生活保護
せいかつほご

利用中
りようちゅう

に暴力団員で
ぼうりょくだんいん

あることが判明
はんめい

した場合
ばあい

も、

生活保護
せいかつほご

廃止
はいし

の対象に
たいしょう

なります。 
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２ 生活保護
せいかつほご

のきまり 

生活保護
せいかつほご

は、次
つぎ

のようなきまりに従っ
したが

て実施
じっし

されます。 

 
ご本人

ほんにん

の意思
い し

での申請
しんせい

により実施
じ っ し

 

事情
じじょう

があって、ご本人
ほんにん

が申請
しんせい

できない場合
ばあい

は扶養義務者
ふようぎむしゃ

、同居親族
どうきょしんぞく

などが代理
だいり

で

申請
しんせい

することもできます。 

ただし、ご本人
ほんにん

が急迫し
きゅうはく

た状況に
じょうきょう

あるときは、福祉事務所
ふくしじむしょ

が職権で
しょっけん

生活保護
せいかつほご

を

適用する
てきよう

場合
ばあい

もあります。なお、生活保護
せいかつほご

を受
う

ける権利
けんり

を他人
たにん

に譲
ゆず

り渡
わた

すことはで

きません。 

 

 
世帯
せたい

単位
たんい

で実施
じっし

 

生活保護
せいかつほご

は、原則
げんそく

として、一緒
いっしょ

に居住し
きょじゅう

生計
せいけい

を共
とも

にする世帯
せたい

を単位
たんい

に実施
じっし

します。 

ただし、住居が
じゅうきょ

別
べつ

でも生計
せいけい

が一緒
いっしょ

である場合
ばあい

は、同
おな

じ世帯
せたい

として取扱う
とりあつか

ことがあ

ります。 

 

 
現
げん

在
ざい

住
す

んでいる場所
ばしょ

で実施
じっし

 

生活保護
せいかつほご

は、定
さだ

まった住所や
じゅうしょ

住民登録が
じゅうみんとうろく

ない場合
ばあい

でも、実際
じっさい

に生活
せいかつ

している

住所地
じゅうしょち

の福祉事務所
ふくしじむしょ

が実施
じっし

します。 

ただし、外
がい

国籍
こくせき

の人
ひと

は、在留カード
ざいりゅう

、又
また

は、特別永住者証明書に
とくべつえいじゅうしゃしょうめいしょ

記載
きさい

された住所と
じゅうしょ

なります。 
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３ 生活保護
せいかつほご

を受
う

けるまでの流れ
なが

 

生活保護
せいかつほご

は、次
つぎ

のような手続に
てつづき

より決定
けってい

します。 

 
相談

そうだん

 

お困り
こま

ごとをお聞
き

きし、生活保護制度
せいかつほごせいど

のしくみや、他
ほか

の社会保障制度など
しゃかいほしょうせいど

の活用
かつよう

についてご説明
せつめい

します。ご相談
そうだん

にあたり収入、
しゅうにゅう

資産
しさん

、お住
す

まい、健康状態、
けんこうじょうたい

親族
しんぞく

との交流など
こうりゅう

をおたずねします。 

 

 
申請

しんせい

 

生活保護
せいかつほご

を申請
しんせい

する意思
いし

がある方
かた

は申請書を
しんせいしょ

提出して
ていしゅつ

いただきます。 

なお、調査の
ちょうさ

ために必要な
ひつよう

書類
しょるい

（同意書
どういしょ

、収入申告書、
しゅうにゅうしんこくしょ

資産申告書
しさんしんこくしょ

）、関連
かんれん

する

資料
しりょう

（預貯金通帳
よちょきんつうちょう

、給与明細書など
きゅうよめいさいしょ

）を保護
ほご

の決定
けってい

までに提出し
ていしゅつ

ていただきます。 

 

 
調査

ちょうさ

 

生活保護
せいかつほご

の申請を
しんせい

受
う

けて、以下
いか

の調査
ちょうさ

を行い
おこな

ます。 

（1）お住
す

まいの状況や
じょうきょう

、生活
せいかつ

の様子
ようす

などを把握
はあく

するための実地調査
じっちちょうさ

（家庭訪問
かていほうもん

） 

（2）預貯金
よちょきん

、保険
ほけん

、不動産
ふどうさん

などの資産調査
しさんちょうさ

 

（3）扶養義務者
ふようぎむしゃ

による扶養
ふよう

（仕送り
しおく

などの援助
えんじょ

）が可能
かのう

かどうかの調査
ちょうさ

 

＊調査
ちょうさ

は、「扶養
ふ よ う

が期待
き た い

できる者
もの

」に対
たい

して 行
おこな

います。ＤＶ（配偶者
はいぐうしゃ

からの暴力）
ぼうりょく

や特別
とくべつ

の事情
じじょう

がある場合
ばあい

は、扶養義務者
ふようぎむしゃ

への調査
ちょうさ

を見
み

合
あ

わせるなどの配慮を
はいりょ

します。 

（4）年金
ねんきん

、手当
てあて

等
とう

の給付
きゅうふ

、働いて
はたら

得た
え

収入など
しゅうにゅう

の調査
ちょうさ

 

（5）働く
はたら

ことが可能
かのう

かどうかの調査
ちょうさ

 

※保護
ほご

の決定
けってい

に必要
ひつよう

な調査
ちょうさ

や指導
しどう

を拒否
きょひ

すると、申請
しんせい

が却下
きゃっか

されることがあります。 
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決定

けってい

 

調査
ちょうさ

をもとに、生活保護
せいかつほご

が必要か
ひつよう

どうかを判定
はんてい

します。 

その結果
けっか

、保護
ほご

が受
う

けられる場合
ばあい

には「保護決定通知書
ほごけっていつうちしょ

」、受
う

けられない場合
ばあい

に

は「保護申請
ほごしんせい

却下
きゃっか

決定通知書
けっていつうちしょ

」によりお知
し

らせします。 

※申請
しんせい

があった日
ひ

から原則
げんそく

１４日
じゅうよっか

以内
いない

 

（調査
ちょうさ

に日時
にちじ

を要する
よう

特別な
とくべつ

理由
りゆう

があるときは最長
さいちょう

３０日
さんじゅうにち

以内
いない

）に通知
つうち

します。 

 

 

４ 生活保護
せいかつほご

を受
う

けるには 

生活保護
せいかつほご

を受
う

けるには、利用
りよう

できる資産
しさん

、能力、
のうりょく

他
た

の制度
せいど

を活用
かつよう

することが必要
ひつよう

 

です。 

 
資産

しさん

の活用
かつよう

 

◆現金
げんきん

、預貯金
よちょきん

、生命
せいめい

保険
ほけん

、不動産
ふどうさん

、自動車
じどうしゃ

、オートバイ、有価証券、
ゆうかしょうけん

貴金属
ききんぞく

など

の資産
しさん

は、活用
かつよう

あるいは処分
しょぶん

することにより、生活費
せいかつひ

に充
あ

てる必
ひつ

要
よう

があります。  

※資産を処分しなければ生活保護の申請ができない訳ではありません。 

（詳
くわ

しくは６ページ【資産
しさん

の活用
かつよう

について】を参照して
さんしょう

ください）。 

◆生活保護
せいかつほご

開始時
かいしじ

に即座
そくざ

に現金化
げんきんか

できなかった資産
しさん

は、売却な
ばいきゃく

どにより現金化
げんきんか

し

た時
とき

に、すでに支給
しきゅう

された生活保護費
せいかつほごひ

を返還
へんかん

していただきます。 

（詳しく
くわ

は「13生活保護費
せいかつほごひ

の返還が
へんかん

必要
ひつよう

な場合
ばあい

」を参照し
さんしょう

てください）。 

◆資産状況は
しさんじょうきょう

、最低
さいてい

年
ねん

１回
かい

、資産申告書
しさんしんこくしょ

と関連資料
かんれんしりょう

（預貯金通帳
よちょきんつうちょう

、保険証書
ほけんしょうしょ

など）

の提出
ていしゅつ

により確認
かくにん

します。 
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 能力
のうりょく

の活用
かつよう

 

◆働く
はたら

ことが可能
かのう

な人
ひと

は、その能力
のうりょく

に応じて
おう

働く
はたら

必要
ひつよう

があります。 

＊高齢
こうれい

、病気
びょうき

、障がい
しょう

などでで働く
はたら

ことができない人
ひと

は、病気
びょうき

の治療
ちりょう

など、その問題解決
もんだいかいけつ

を優先
ゆうせん

します。 働
はたら

くことができない理由
り ゆ う

がある場合
ば あ い

は相談
そうだん

してください。 

◆生活保護
せいかつほご

開始後
かいしご

も、働い
はたら

て収入を
しゅうにゅう

得
え

る（増
ふ

やす）努力
どりょく

をしてください。 

◆収入が
しゅうにゅう

ない人
ひと

は、収入が
しゅうにゅう

ないことの申告
しんこく

が必要
ひつよう

です。 

なお、福祉事務所
ふくしじむしょ

の指導
しどう

・指示
しじ

による求職活動中で
きゅうしょくかつどうちゅう

、収入の
しゅうにゅう

ない場合
ばあい

は、原則
げんそく

毎月
まいつき

   

の申告
しんこく

が必要
ひつよう

です。 

 

 他
た

の制度
せいど

の活用
かつよう

 

◆年金
ねんきん

や手当
てあて

など、生活保護
せいかつほご

以外
いがい

の他
た

の制度
せいど

（※）からの給付
きゅうふ

を受
う

けることができ

る場合
ばあい

には、まずそれらを活用
かつよう

してください。   

◆生活保護
せいかつほご

開始後
かいしご

も、他
た

の制度
せいど

の給付
きゅうふ

を受
う

けるための手続
てつづき

を進
すす

める必要
ひつよう

があります。 

（※）各種年金
かくしゅねんきん

、児童手当
じどうてあて

、児童
じどう

扶養
ふよう

手当
てあて

、心身障がい
しんしんしょう

者
しゃ

福祉手当
ふくしてあて

、自立支援医療
じりつしえんいりょう

（精神、
せいしん

更生
こうせい

医療
いりょう

）、 

傷病手当金、
しょうびょうてあてきん

失業給付金など
しつぎょうきゅうふきん
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※資産

しさん

の活用
かつよう

について 

 

預貯金
よちょきん

    

金融機関
きんゆうきかん

の口座
こうざ

は名義人
めいぎにん

を所有者
しょゆうしゃ

として判断
はんだん

しますので、生活保護
せいかつほご

を受
う

ける

世帯
せたい

の人
ひと

が名義人
めいぎにん

である口座
こうざ

の預貯金
よちょきん

は原則
げんそく

としてすべて資産
しさん

となります。 

 

不動産
ふどうさん

   

居住用の
きょじゅうよう

土地・家屋
とち・かおく

は原則と
げんそく

し て 保有
ほゆう

で き ま す が 、 処分価値
しょぶんかち

が 高い
たか

場合
ばあい

は

売却処分
ばいきゃくしょぶん

の対象と
たいしょう

なります。 

また、住宅ローン
じゅうたく

を生活保護費
せいかつほごひ

から返済
へんさい

することは、原則
げんそく

として認め
みとめ

られません。 

ただし、返済
へんさい

の期間
きかん

が短く
みじか

支払額
しはらいがく

が少
すく

ないときなどは、例外的
れいがいてき

に認められる
みとめ

場合
ばあい

があります。 

なお、「要保護世帯
ようほごせたい

向
む

け不動産担保型生活資金
ふどうさんたんぽがたせいかつしきん

」（６５歳
さい

以上
いじょう

の世帯
せたい

などが住居を
じゅうきょ

担保
たんぽ

にして住
す

み続
つづ

けながら生活資金
せいかつしきん

の貸付を
かしつけ

受
う

ける制度
せいど

）を利用
りよう

できる場合
ばあい

は、

生活保護
せいかつほご

に優先
ゆうせん

して活用
かつよう

してください。 

 

保険
ほけん

   

契約者を
けいやくしゃ

所有者と
しょゆうしゃ

判断
はんだん

しますので、生活保護
せいかつほご

を受
う

ける世帯
せたい

の人
ひと

が契約者である
けいやくしゃ

保険
ほけん

は原則
げんそく

として資産
しさん

となります。 

ただし、保険
ほけん

の種類
しゅるい

、解約
かいやく

返戻
へんれい

金
きん

の有無
うむ

や金額
きんがく

、保険料
ほけんりょう

によっては、保有
ほゆう

が認
みと

め

られる場合
ばあい

があります。 
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自動車
じどうしゃ

・オートバイ  

原則
げんそく

として、自動車
じどうしゃ

の保有
ほゆう

は認
みと

められず、処分
しょぶん

の対象と
たいしょう

なります。 

また、運転
うんてん

することも原則認められません
げんそくみと

。他人名義
たにんめいぎ

であっても利用
りよう

することは

できません。 

ただし、障がい
しょう

者
しゃ

の通勤
つうきん

や通院
つういん

など、例外的
れいがいてき

に保有
ほゆう

が認められる
みと

場合
ばあい

があります。 

総排気量
そうはいきりょう

が 125ＣＣを超
こ

えるオートバイは、自動車
じどうしゃ

に準じて
じゅん

、売却処分の
ばいきゃくしょぶん

対象と
たいしょう

 

なります。 

なお、総排気量
そうはいきりょう

が 125ＣＣ以下
いか

のもの及
およ

び原動機付自転車
げんどうきつきじてんしゃ

は、就労に
しゅうろう

必要
ひつよう

な場合
ばあい

など一定
いってい

の要件
ようけん

を満
み

たしていれば保有
ほゆう

が認
みと

められます（自賠責保険
じばいせきほけん

及
およ

び任意保険
にんいほけん

に

加入
かにゅう

し、保険料
ほけんりょう

を含
ふく

む維持費
いじひ

を賄える
まかな

ことが条件と
じょうけん

なります）。 

 

借金
しゃっきん

         

生活保護費
せいかつほごひ

から借金を
しゃっきん

返済
へんさい

することは、最低
さいてい

限度
げんど

の生活を
せいかつ

保障
ほしょう

する制度
せいど

の趣旨
しゅし

に

反
はん

することから、債務整理
さいむせいり

などの手続
てつづき

を進
すす

めていただく場合
ばあい

があります。 
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５ 生活保護費
せいかつほごひ

のしくみ 

生活保護
せいかつほご

は、国
くに

が定める
さだ

基準
きじゅん

に基づき
もと

計算
けいさん

される「最低生活費
さいていせいかつひ

」と世帯
せたい

の収入額を
しゅうにゅうがく

 

比べて
くら

、不足
ふそく

する額
がく

を生活保護費
せいかつほごひ

として支給
しきゅう

します。 

 

収入
しゅうにゅう

とは 

働いて
はたら

得
え

た収入、
しゅうにゅう

年金
ねんきん

、手当
てあて

、親族
しんぞく

などからの仕送り
しおく

、相続
そうぞく

、資産
しさん

の処分
しょぶん

で得
え

た収入、
しゅうにゅう

保険金
ほけんきん

、借金、
しゃっきん

配当金
はいとうきん

など世帯
せたい

のすべての収入を
しゅうにゅう

合計
ごうけい

したものとなります。 

働
はたら

いて得
え

た収入は
しゅうにゅう

、収入額に
しゅうにゅうがく

応
おう

じた額
がく

を手元
てもと

に残
のこ

すことができ（基礎控除
きそこうじょ

）、

控除後
こうじょご

の収入額を、
しゅにゅうがく

生活保護費
せいかつほごひ

を決定
けってい

する際
さい

に用
もち

いる収入額と
しゅうにゅうく

します。 

※生活保護費
せいかつほごひ

は、世帯
せたい

の収入の
しゅうにゅう

増減
ぞうげん

によって月
つき

ごとに変動
へんどう

するため、定額
ていがく

ではあり

ません。また、国
くに

が定
さだ

める最低生活費
さいていせいかつひ

は基準改定
きじゅんかいてい

により変更
へんこう

されることがあります。 

支給
しきゅう

される生活保護費
せいかつほごひ

 

      

 

基
礎
控
除 

  

 

 

最
低
生
活
費 

 

生
活
保
護
費 

 

年
金
・
手
当 

 

収
入
と
し
て 

扱
う
額 

 

最
低
生
活
費
を
上
回
る
収
入 

 

生
活
保
護
費 

生
活
保
護
費 

 

 

国の 

定める 

基準額 

収入がない 

世帯 

年金・手当 

収入のある 

世帯 

働いて得た 

収入のある 

世帯 

生活保護が 

適用されない 

世帯 

 



9 
 

生活保護
せいかつほご

を受
う

けると  

 

６ 生活保護
せいかつほご

利用中
りようちゅう

に保障
ほしょう

されていること 

◇条件を
じょうけん

満
み

たせば、すべての国民
こくみん

が無差別平等
むさべつびょうどう

に生活保護
せいかつほご

を受
う

けることができます。 

◇正当
せいとう

な理由
りゆう

がなければ、すでに決定
けってい

された生活保護
せいかつほご

を止
と

められたり変更
へんこう

されるこ

とはありません 

◇生活保護費
せいかつほごひ

には、税金
ぜいきん

を課
か

せられることがありません。 

◇すでに給付
きゅうふ

を受
う

けた生活保護費
せいかつほごひ

や生活保護
せいかつほご

を受
う

ける権利
けんり

を差
さ

し押
お

さえられるこ

とはありません。 

 

保護
ほご

の決定
けってい

に不服
ふふく

があるときは 

処分
しょぶん

があったことを知
し

った日
ひ

の翌日
よくじつ

から３か月
さんかげつ

以内
いない

に愛知県知事
あいちけんちじ

に対
たい

して審査
しんさ

請求
せいきゅう

をすることができます。 

（外国籍
がいこくせき

の人
ひと

に対
たい

する生活保護
せいかつほご

の準用の
じゅんよう

決定
けってい

は、審査請求
しんさせいきゅう

の対象外と
たいしょうがい

なります。） 
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７ 生活保護
せいかつほご

利用中
りようちゅう

に守
ま も

っていただくこと 

 

 
生活
せいかつ

をよりよくするための努力
どりょく

をすること 

◇世帯
せたい

の中
なか

で働ける
はたら

人
ひと

は、その能力に
のうりょく

応
おう

じて働き
はたら

、収入を
しゅうにゅう

得
え

る努力を
どりょく

してください。 

◇仕事
しごと

を探
さが

している人
ひと

は、一日
いちにち

でも早
はや

く仕
し

事
ごと

を見
み

つけられるよう福祉事務所
ふくしじむしょ

の

就労支援員に
しゅうろうしえんいん

よる支援
しえん

、ハローワークなどを活用
かつよう

した支援
しえん

を利用
りよう

してください。 

◇病気
びょうき

やけがのある人
ひと

は、医師
いし

の指示
しじ

を守
まも

り治療
ちりょう

に努
つと

めてください。 

現在治療中の
げんざいちりょうちゅう

病気
びょうき

がない人
ひと

も、生活習慣を
せいかつしゅうかん

定期的
ていきてき

に見
み

直
なお

し、健
けん

康
こう

を維持
いじ

するよう努
つと

めま

しょう。 

◇支出
ししゅつ

を節約
せつやく

して生活保護費
せいかつほごひ

を計画的
けいかくてき

に使
つか

うようにしてください。 

家賃
やちん

や公共料金など
こうきょうりょうきん

を滞納
たいのう

することや、ギャンブル
ぎゃんぶる

などで浪費
ろうひ

することがないよう気
き

を

つけてください。 

◇借金を
しゃっきん

することはできません。 

借金は
しゃっきん

、収入として
しゅうにゅう

認定
にんてい

され生活保護費
せいかつほごひ

が少
すく

なくなります。 

年金担保貸付
ねんきんたんぽかしつけ

も利用
りよう

できません。 

 ※奨学金などは
しょうがくきん

一部例外
いちぶれいがい

もありますので、事前
じぜん

に地区担当員
ちくたんとういん

（ケースワーカー）に相談
そうだん

してください。 

◇金銭
きんせん

を貸
か

すことはできません。 

金銭
きんせん

を貸
か

して、その返還
へんかん

を受
う

けたときは収入として
しゅうにゅう

認定
にんてい

し、生活保護費
せいかつほごひ

が少
すく

なくなるこ

とがあります。 
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世帯状況の
せたいじょうきょう

変化
へんか

を福祉事務所
ふくしじむしょ

に申告
しんこく

すること 

◇生活保護費
せいかつほごひ

を正
ただ

しく決定
けってい

するため、世帯全員
せたいぜんいん

について、収入
しゅうにゅう

や生活状況に
せいかつじょうきょう

変化
へんか

が

あった（あるかもしれない）ときは、速
すみ

やかに申告
しんこく

する必要
ひつよう

があります。 

 

 

 

 

 

 

あらゆる収入に
しゅうにゅう

ついて、福祉事務所
ふくしじむしょ

に申告
しんこく

しなければいけません。  

また、収入が
しゅうにゅう

ない場合
ばあい

も定期的
ていきてき

に申告
しんこく

してください。 

－収入の
しゅうにゅう

例
れい

－ ※正
ただ

しく申
しん

告
こく

すると、収入認定しない
しゅうにゅうにんてい

場合
ばあい

もあります。 

◇ 給与
きゅうよ

、ボーナスなどの働いて
はたら

得
え

た収入（
しゅうにゅう

期間
きかん

や 金額
きんがく

に 関係
かんけい

なく）  

◇ 年金
ねんきん

や 各種
かくしゅ

手当
てあて

、 失業保険
しつぎょうほけん

などの 給付金
きゅうふきん

 

◇仕
し

送
おく

り、養育費
よういくひ

、 財産相続
ざいさんそうぞく

 

◇不動産
ふどうさん

、自動車
じどうしゃ

、 株式
かぶしき

などの資産
しさん

の売却に
ばいきゃく

よ る収入
しゅうにゅう

 

◇その他
た

の臨時的収入（
りんじてきしゅうにゅう

ネットオークションやフリーマーケットの売上金、
うりあげきん

宝くじ
たから

の当選金
とうせんきん

、

交通事故
こうつうじこ

の補償金、
ほしょうきん

保険
ほけん

の解約返戻金な
かいやくへんれいきん

ど） 

※きちんと 収入申告を
しゅうにゅうしんこく

していただくと、次
つぎ

のような控除
こうじょ

（収入額から
しゅうにゅうがく

一定
いってい

の金額
きんがく

を差
さ

し引
ひ

くこと）を受
う

けられます。控除さ
こうじょ

れた分
ぶん

は、手元
てもと

に残
のこ

ることになります。 

就労収入に
しゅうろうしゅうにゅう

 

対
たい

する控除
こうじょ

 

基礎控除
きそこうじょ

   給与総額に
きゅうよそうがく

応じて
おう

一定
いってい

の金額
きんがく

を控除
こうじょ

 

未成年者控除
みせいねんしゃこうじょ

 未成年者
みせいねんしゃ

が就労した
しゅうろう

場合
ばあい

、基礎控除
きそこうじょ

のほかに一定
いってい

の金額
きんがく

を控除
こうじょ

 

その他
た

の控除
こうじょ

 社会保険料
しゃかいほけんりょう

、所得税、
しょとくぜい

通勤交通費
つうきんこうつうひ

などの必要
ひつよう

経費
けいひ

を控除
こうじょ

 

 

※福祉事務所
ふくしじむしょ

への申告
しんこく

がないと、本来
ほんらい

受
う

け取
と

れるはずの生活保護費
せいかつほごひ

が受
う

け取
と

れない

場合
ばあい

や、すでに支給
しきゅう

された生活保護費
せいかつほごひ

を返還
へんかん

しなくてはならない場合
ばあい

があります。 

（詳細は
しょうさい

「13生活保護費
せいかつほごひ

の返還
へんかん

が必要
ひつよう

な場合
ばあい

」をご覧
らん

ください） 
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あなたやご家族
かぞく

の生活状況が
せいかつじょうきょう

変
か

わったときは、福祉事務所
ふくしじむしょ

に届
とど

け出
で

ましょう。  

－生活状況の
せいかつじょうきょう

変化
へんか

の例
れい

－  

◇仕事
しごと

を始
はじ

める、仕事
しごと

を辞
や

める、勤務条件が
きんむじょうけん

変
か

わるとき（高校生の
こうこうせい

アルバイトを含
ふく

む） 

◇健康保険
けんこうほけん

（社会保険）
しゃかいほけん

の加入
かにゅう

、喪失
そうしつ

、内容
ないよう

の変更
へんこう

  

◇住所が
じゅうしょ

変
か

わる場合
ばあい

は、必ず
かなら

事前
じぜん

に相談
そうだん

してください。 

◇世帯員
せたいいん

の増減
ぞうげん

があったとき（転入、
てんにゅう

転出、
てんしゅつ

出産、
しゅっさん

結婚
けっこん

、死亡
しぼう

など） 

◇身体障が
しんたいしょう

い者手帳
しゃてちょう

、療育手帳、
りょういくてちょう

精神障がい
せいしんしょう

者
しゃ

保健福祉手帳の
ほけんふくしてちょう

取得
しゅとく

や、更新
こうしん

、等級・
とうきゅう

度数
どすう

が変
か

わったとき 

◇自立支援医療受給者証、
じりつしえんいりょうじゅきゅうしゃしょう

指定難病医療受給者証の
していなんびょういりょうじゅきゅうしゃしょう

取得
しゅとく

、喪失
そうしつ

、更新
こうしん

 

◇家賃
やちん

に変更
へんこう

があったときや、契約
けいやく

更新
こうしん

が必要
ひつよう

になったとき 

◇新た
あらた

に病院に
びょういん

かかるとき 

◇入院、
にゅういん

退院
たいいん

、転院
てんいん

などがあったとき（※入院が
にゅういん

１か月
いっかげつ

以上
いじょう

続く
つづ

と生活保護費
せいかつほごひ

が入院基準に
にゅういんきじゅん

減額
げんがく

されます） 

◇入学、
にゅうがく

進学
しんがく

、卒業、
そつぎょう

転校
てんこう

、中退が
ちゅうたい

あったとき 

＜高校生
こうこうせい

のアルバイト収入に
しゅうにゅう

ついて＞   

高等
こうとう

学校
がっこう

卒業後
そつぎょうご

の経費
けいひ

（大学
だいがく

などの進学
しんがく

費用
ひよう

、自動車
じどうしゃ

運転
うんてん

免許
めんきょ

の取得
しゅとく

など）や、在学中
ざいがくちゅう

の費用
ひよう

（修学旅行、
しゅうがくりょこう

学習塾など
がくしゅうじゅく

）とする場合
ばあい

など、収入認定しない
しゅうにゅうにんてい

取扱い
とりあつか

ができる場合
ばあい

があります。 

必ず
かなら

事前
じぜん

に地区担当員
ちくたんとういん

（ケースワーカー）に相談
そうだん

してください。 
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◇海外
かいがい

に行
ゆ

くとき、帰国
きこく

したとき。 

※海外渡航
かいがいとこう

は、目的
もくてき

・期間
きかん

によって取扱い
とりあつか

が異
こと

なります。渡航
とこう

が長期間
ちょうきかん

になると生活
せいかつ

保護
ほご

を

停止
ていし

又
また

は廃止
はいし

することもありますので、必ず
かなら

事前
じぜん

に地区担当員
ちくたんとういん

（ケースワーカー）に届
とど

け出
で

てください。） 

◇交通事故
こうつうじこ

、災害
さいがい

にあったとき 

◇借金など
しゃっきん

の負債
ふさい

について、自己破産
じこはさん

など債務整理
さいむせいり

に関する
かん

手続
てつづき

を進
すす

めるとき 

 

福祉事務所
ふくしじむしょ

の指導
しどう

・指示
しじ

に従う
したが

こと  

福祉事務所
ふくしじむしょ

の地区担当員
ちくたんとういん

（ケースワーカー）が行う
おこな

生活
せいかつ

の維持
いじ

・向上や
こうじょう

自立
じりつ

のた

めに必要
ひつよう

な指導
しどう

や指示
しじ

には従って
したが

ください。 

また、必要
ひつよう

な訪問
ほうもん

や調査
ちょうさ

を拒否
きょひ

しないでください。 

 

正当
せいとう

な理由
りゆう

がなく、指導
しどう

や指示
しじ

を守
まも

らないときは、生活保護
せいかつほご

の変更
へんこう

、停止
ていし

、廃止
はいし

をすることがあります。 
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８ 生活保護費
せいかつほごひ

の支給
しきゅう

 

世帯
せたい

の状況を
じょうきょう

見
み

て判断
はんだん

し、①金融機関
きんゆうきかん

の口座
こうざ

への振込
ふりこみ

、②福祉事務所
ふくしじむしょ

の窓口
まどぐち

での

支払い
しはら

により、生活保護費
せいかつほごひ

を支給
しきゅう

します。 

 

初回
しょかい

の生活保護費
せいかつほごひ

は福祉事務所
ふくしじむしょ

の指定
してい

する日
ひ

に、その後
ご

は毎月
まいつき

５日
いつか

（５日
いつか

が

土曜日
どようび

・日曜日
にちようび

、祝日など
しゅくじつ

の場合
ばあい

は、その直前の
ちょくぜん

平日
へいじつ

）が定例
ていれい

支給日
しきゅうび

となります。 

 

 

 

９ 生活保護
せいかつほご

の種類
しゅるい

 

生活保護
せいかつほご

には、次
つぎ

の８つの扶助
ふじょ

があり、世帯
せたい

の状況に
じょうきょう

応
おう

じて受
う

けられます。 

 

生活扶助
せいかつふじょ

     

○衣食
いしょく

、光熱水費
こうねつすいひ

など日常生活に
にちじょうせいかつ

必要
ひつよう

な費用
ひよう

を、世帯
せたい

の人数
にんずう

、個人
こじん

の年齢
ねんれい

などから

算定
さんてい

して支給
しきゅう

します。 

○世帯
せたい

ごとに必要
ひつよう

となる特別
とくべつ

な費用
ひよう

を補うた
おぎな

めの加算
かさん

があります。 

・冬季
とうき

加算
かさん

（全世帯
ぜんせたい

、毎年
まいとし

１１月
がつ

から３月
がつ

） 

・児童養育加算
じどうよういくかさん

（１８歳
さい

以下
いか

の子
こ

を養育
よういく

する世帯
せたい

） 

・母子加算
ぼしかさん

（母子
ぼし

・父子
ふし

世帯
せたい

など、ひとりで子
こ

どもを養
よう

育
いく

している世
せ

帯
たい

） 

・障がい
しょう

者
しゃ

加算
かさん

（一定
いってい

の要件
ようけん

を満
み

たす障がい
しょう

のある人
ひと

がいる世帯
せたい

）など 
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住宅扶助
じゅうたくふじょ

   

○家賃
やちん

、地代
ちだい

などの住
す

まいの費用
ひよう

（共益費
きょうえきひ

や管理費
かんりひ

は除
のぞ

く）を定
さだ

められた限度額内
げんどがくない

で支給
しきゅう

します。 

※家賃
やちん

などを家主
やぬし

などに 直接
ちょくせつ

支払
しはら

う方法
ほうほう

（代理納付
だいりのうふ

）もあります。 

 

 

教育扶助
きょういくふじょ

   

○義務教育に
ぎむきょういく

必要
ひつよう

な学用品
がくようひん

や給食費など
きゅうしょくひ

最低限度
さいていげんど

必要
ひつよう

な費用
ひよう

を支給
しきゅう

します。 

 

 

医療扶助
いりょうふじょ

    

○病気
びょうき

やけがの治療
ちりょう

、療養の
りょうよう

ために必要
ひつよう

な費用
ひよう

を支給
しきゅう

します。          

※市
し

役所
やくしょ

から病 院
びょういん

に直 接
ちょくせつ

支払
し は ら

いますが、 収 入
しゅうにゅう

が一定
いってい

の金額
きんがく

を超
こ

えると一部
い ち ぶ

ご

自身
じ し ん

で払っていただく場合
ば あ い

があります。その際
さい

は地区
ち く

担当員
たんとういん

（ケースワーカー）

の指示
し じ

に 従
したが

ってください。 

 

介護扶助
かいごふじょ

    

○介護認定
かいごにんてい

を受
う

け介護
かいご

サービスを利用
りよう

する際
さい

の費用
ひよう

を支給
しきゅう

します。 

※医療
いりょう

扶助
ふ じ ょ

同様
どうよう

、介護
か い ご

業 者
ぎょうしゃ

に直 接
ちょくせつ

支払
し は ら

いますが、ご自身
じ し ん

で払
はら

っていただく場合
ば あ い

もあります。 
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出産扶助
しゅっさんふじょ

    

○出産に
しゅっさん

かかる費用
ひよう

を限度額内
げんどがくない

で支給
しきゅう

します。 

 

 

生業扶助
せいぎょうふじょ

    

○高等学校
こうとうがっこう

などの就学費用、
しゅうがくひよう

就職する
しゅうしょく

ために必要
ひつよう

な技能
ぎのう

や資格
しかく

の取得
しゅとく

のための

費用
ひよう

を支給
しきゅう

します。 

 

 

葬祭扶助
そうさいふじょ

    

○世帯員
せたいいん

などが亡
な

くなり葬儀
そうぎ

の喪主
もしゅ

となった場合
ばあい

で費用
ひよう

を払
はら

えない事情
じじょう

があると

きは、限度額内
げんどがくない

で福祉事務所
ふくしじむしょ

が費用
ひよう

を負担
ふたん

する場合
ばあい

もあります。 

※葬儀後
そうぎご

では対応
たいおう

できないこともあります。必ず
かなら

事前
じぜん

に相談
そうだん

してください。 

 

 
このような費用

ひよう

も支給
しきゅう

されます 

○住宅
じゅうたく

の契約
けいやく

更新料
こうしんりょう

・補修費
ほしゅうひ

     ○敷金
しききん

や家具運搬
かぐうんぱん

などの転居費用
てんきょひよう

 

○病院
びょういん

など通院
つういん

時
じ

の交通費
こうつうひ

（移送費
いそうひ

）  ○めがね、コルセット、杖
つえ

などの購入費
こうにゅうひ

 

○おむつの購入費
こうにゅうひ

          ○ 就 職
しゅうしょく

に必要なものの
ひつよう

購入費
こうにゅうひ

（スーツなど） 

○小中学校、
しょうちゅうがっこう

高等
こうとう

学校
がっこう

の入学準備に
にゅうがくじゅんび

必要
ひつよう

な費用
ひよう

  

○学校
がっこう

の部活動
ぶ か つ ど う

でかかる費用
ひ よ う

（道具代
どうぐだい

、遠征費
えんせいひ

など） 

 

 
支給
しきゅう

には一定
いってい

の要件
ようけん

や限度
げんど

額
がく

があり、すべて支給
しきゅう

されるとは限
かぎ

りません。 

  必ず
かなら

事前
じぜん

に地区担当員
ちくたんとういん

（ケースワーカー）に確認
かくにん

してください。 

見積書
みつもりしょ

や領収書など
りょうしゅうしょ

は保管
ほかん

しておいてください。        
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10 医療機関
い り ょ う き か ん

にかかるときは 

医療機関
いりょうきかん

にかかる前
まえ

に、地区担当員
ちくたんとういん

（ケースワーカー）に連絡
れんらく

し、自宅から近い

生活保護法
せいかつほごほう

で指定
してい

されている病 院
びょういん

や診療所で
しんりょうじょ

受診
じゅしん

してください（福祉事務所
ふくしじむしょ

から

医療機関に
いりょうきかん

医療券を
いりょうけん

送り
おく

ます）。 

※同
おな

じ診療科
しんりょうか

・ 傷 病
しょうびょう

で 2 つ以上
いじょう

の医療
いりょう

機関
き か ん

を受
じゅ

診
しん

することはできません。 

病院や
びょういん

診療所で
しんりょうじょ

処方箋
しょほうせん

をもらったら、薬局で
やっきょく

薬を
くすり

受
う

け取
と

ってください。 

  
 

 
注意
ちゅうい

していただくこと 

◇国民健康保険証
こくみんけんこうほけんしょう

や後期高齢者医療
こうきこうれいしゃいりょう

被保険者証
ひほけんしゃしょう

は使う
つか

ことができなくなりますの

で、返却して
へんきゃく

ください。ただし、社会保険証
しゃかいほけんしょう

（勤務先
きんむさき

の健康保険証
けんこうほけんしょう

）があるとき

は引
ひ

き続
つづ

きお使
つか

いください（地区担当員

ちくたんとういん

（ケースワーカー）に 保険証

ほけんしょう

を提示

ていじ

してください）。 

◇自立支援医療
じりつしえんいりょう

（ 精神通院
せいしんつういん

）、指定難病医療費助成
していなんびょういりょうひじょせい

などを利用
りよう

している人
ひと

は、 

地区担当員
ちくたんとういん

（ケースワーカー）に申
もう

し出
で

てください。 

◇精神障がい
せいしんしょう

者
しゃ

保健福祉手帳
ほけんふくしてちょう

、身体障がい
しんたいしょう

者
しゃ

手帳
てちょう

、被爆者健康手帳
ひばくしゃけんこうてちょう

をお持
も

ちの人
ひと

は、

地区担当員
ちくたんとういん

（ケースワーカー）に申
もう

し出
で

てください。 

◇急病で
きゅうびょう

、夜間
やかん

、休日あるい
きゅうじつ

は救急の
きゅうきゅう

受診で福祉事務所
ふくしじむしょ

への連絡
れんらく

ができないときは、

医療機関
いりょうきかん

に生活保護
せいかつほご

を利用
りよう

していることを伝
つた

えてください。 

※受診後
じゅしんご

は速やか
すみ

に福祉事務所
ふくしじむしょ

に 連絡
れんらく

してください。 

                                      

◇同
おな

じ病名、
びょうめい

同
おな

じ診療科目
しんりょうかもく

で１か月
いっかげつ

の通院
つういん

回数
かいすう

が多
おお

いときに、医療機関
いりょうきかん

に診察
しんさつ

内容
ないよう

を確認
かくにん

した上
うえ

で、適切
てきせつ

な受診
じゅしん

について指導
しどう

することがあります。 
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◇めがね、コルセットなど治療
ちりょう

に要
よう

するものが必要
ひつよう

なときは 

必ず
かなら

事前
じぜん

に地区担当員
ちくたんとういん

（ケースワーカー）に相談
そうだん

してください。 

※給付要件を
きゅうふようけん

満
み

たした場合
ばあい

のみ給付
きゅうふ

が可能
かのう

となります。 

  

                                      

◇通院
つういん

に交通費
こうつうひ

がかかるときには、必ず
かなら

事前
じぜん

に地区担当員
ちくたんとういん

（ケースワーカー）に

相談
そうだん

してください。 

※給付要件を
きゅうふようけん

満たした
み

場合
ばあい

のみ給付
きゅうふ

が可能
かのう

となります。 

◇薬の
くすり

重複や
ちょうふく

飲
の

み合
あ

わせなどによる副作用
ふくさよう

を防
ふせ

ぐためにも「お薬手帳」
くすりてちょう

をつくりま

しょう。また、「かかりつけ薬局」
やっきょく

を持
も

つようにしましょう。 

  

                                      

◇入院・退院
にゅういん・たいいん

をするときは、必ず
かなら

地区担当員
ちくたんとういん

（ケースワーカー）に連絡
れんらく

してください。 

 （入院期間が
にゅういんきかん

１か月以上
いっかげついじょう

になると、生活保護費
せいかつほごひ

が入院基準となり
にゅういんきじゅん

減額さ
げんがく

れます） 

                                      

◇ 柔道整復
じゅうどうせいふく

（接骨院
せっこついん

）、あん摩
ま

・マッサージ、はり・灸を
きゅう

受
う

けたいときは、必ず
かなら

事前
じぜん

に地区担当員
ちくたんとういん

（ケースワーカー）に相談
そうだん

してください。 

※給付要件を
きゅうふようけん

満
み

たした場合
ばあい

のみ給付
きゅうふ

が可能
かのう

となります。 
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ジェネリック医薬品
いやくひん

の使用
しよう

について  

医薬品
いやくひん

（処方薬）
しょほうやく

は、ジェネリック医薬品の使用
しよう

が原則
げんそく

となります。  

※「ジェネリック医薬品
いやくひん

」とは、 

 後発医薬品
こうはついやくひん

とも呼
よ

ばれ、 先発医薬品
せんぱついやくひん

（新薬）
しんやく

の特許が
とっきょ

切
き

れた後
のち

につくられた薬で
くすり

、 品質
ひんしつ

や

効能
こうのう

、 安全性
あんぜんせい

は先発医薬品
せんぱついやくひん

と同程度
どうていど

とされています。 

◇医師
いし

から使用不可
しようふか

との指示
しじ

がない限
かぎ

り、ジェネリック医薬品
いやくひん

を使用
しよう

していただく

ことになります。使用
しよう

に不安
ふあん

があるときは、医師
いし

や薬剤師
やくざいし

に相談
そうだん

してください。 

◇ジェネリック医薬品
いやくひん

は価格
かかく

が抑
おさ

えられているため、医療費
いりょうひ

の削減
さくげん

につながります。 

生活保護
せいかつほご

を利用
りよう

している人
ひと

に限
かぎ

らず、国
くに

ではできる限
かぎ

りジェネリック医薬品
いやくひん

を使
つか

う 取組
とりくみ

を

進
すす

めています。 

 

11 介護
かいご

サービス
さーびす

が必要
ひつよう

なときは 

日常生活を
にちじょうせいかつ

送る
おく

上
うえ

で何
なん

らかの介助
かいじょ

が必要
ひつよう

になったときは、地区担当員
ちくたんとういん

（ケースワー

カー）に相談
そうだん

してください。 

◇６５歳
さい

以上
いじょう

の人
ひと

で、居宅
きょたく

又
また

は施設
しせつ

での介護
かいご

サービスを受
う

けようとするときは、事前
じぜん

に

要介護
ようかいご

（要支援
ようしえん

）認定
にんてい

を受
う

け、介護扶助
かいごふじょ

の申請
しんせい

をしてください。 

要介護
ようかいご

（要支援
ようしえん

）区分
くぶん

に応
おう

じた介護
かいご

サービス
さーびす

を受
う

けられ、介護費用
かいごひよう

のうち利用者
りようしゃ

が負担
ふたん

しなければなら

ない利用料
りようりょう

を福祉事務所
ふくしじむしょ

が生活保護費
せいかつほごひ

（介護扶助
かいごふじょ

）で支払

しはら

います。 

◇４０歳
さい

から６４ 歳
さい

までの 人
ひと

で、介護
か い ご

を必要
ひつよう

とする直接の
ちょくせつ

要因
よういん

が介護保険
かいごほけん

の対象と
たいしょう

なる

特定疾病
とくていしっぺい

に該当する
がいとう

場合
ばあい

には介護
か い ご

サービスを受
う

けられます。 
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12 生活保護
せいかつほご

を受
う

けるときに利用
りよう

できる制度
せいど

 

生活保護
せいかつほご

を受
う

けている期間中
きかんちゅう

は、次
つぎ

の費用
ひよう

等
とう

に減免
げんめん

等
とう

が適用
てきよう

されます。 

地区担当員
ちくたんとういん

（ケースワーカー）に確認
かくにん

した上
うえ

で手続
てつづき

をしてください。 

○市県民税
しけんみんぜい

・固定資産税
こていしさんぜい

 ○児童育成
じどういくせい

センター育成料
いくせいりょう

 

○国民年金保険料
こくみんねんきんほけんりょう

 ○保育園
ほいくえん

保育料
ほいくりょう

  

○ＮＨＫ 放送受信料
ほうそうじゅしんりょう

  ○基本健康診査
きほんけんこうしんさ

、がん検診
けんしん

などの 受診料
じゅしんりょう

 

○ＪＲ運賃
うんちん

(通勤定期
つうきんていき

のみ) ○手数料
てすうりょう

（住民票、
じゅうみんひょう

課税証明書、
かぜいしょうめいしょ

印鑑登録証明書
いんかんとうろくしょうめいしょ

など） 

                        など 

 

 

13 生活保護費
せいかつほごひ

の返還
へんかん

が必要
ひつよう

な場合
ばあい

 

 

 
生活保護費

せいかつほごひ

を支給
しきゅう

した後
のち

に生活状況の
せいかつじょうきょう

変更
へんこう

があったとき 

世帯員
せたいいん

の減少
げんしょう

、入院
にゅういん

、収入の
しゅうにゅう

増加
ぞうか

があると生活保護費
せいかつほごひ

は少
すく

なくなりますが、

変更処理
へんこうしょり

が間
ま

に合
あ

わない場合
ばあい

に変更前
へんこうまえ

の金額
きんがく

が支給
しきゅう

されることがあります。 

この場合
ばあい

には多
おお

く受
う

け取
と

った生活保護費
せいかつほごひ

を返
かえ

していただきます。 

 

 
活用
かつよう

できる資産
しさん

などがありながら生活保護
せいかつほご

を受
う

けたとき 

活用
かつよう

できる資産
しさん

などをすぐには処分
しょぶん

できなかったために生活保護
せいかつほご

を受
う

けて、その

後
ご

に現金化
げんきんか

されたときは、すでに支給
しきゅう

された生活保護費
せいかつほごひ

を返
かえ

していただきます。 
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（世帯
せたい

の自立
じりつ

の観点
かんてん

から、一部
いちぶ

を返還
へんかん

免除
めんじょ

とする場合
ばあい

があります） 

 

 
不正

ふせい

に生活保護
せいかつほご

を受
う

けたとき 

生活
せいかつ

に困
こま

っていないにもかかわらず、生活保護
せいかつほご

を申請
しんせい

し受給し
じゅきゅう

たり、生活保護
せいかつほご

を

受
う

けているときに収入や
しゅうにゅう

生活状況の
せいかつじょうきょう

変化
へんか

を正
ただ

しく届
とど

け出
で

ないなど、不正
ふせい

な手段
しゅだん

によ

り生活保護費
せいかつほごひ

を受
う

け取
と

った、あるいは他人
たにん

に受
う

け取
と

らせた場合
ばあい

は、「不正受給」
ふせいじゅきゅう

と

なり、支給
しきゅう

された生活保護費
せいかつほごひ

を返
かえ

さなければなりません。 

なお、福祉事務所
ふくしじむしょ

は、定期的
ていきてき

に課税調査
かぜいちょうさ

などにより、働い
はたら

て得
え

た収入や
しゅうにゅう

年金
ねんきん

など

の収入が
しゅうにゅう

正
ただ

しく申告されているか
しんこく

確認
かくにん

しています。 

※「不正受給」
ふせいじゅきゅう

に対
たい

しては 

意図的
いとてき

に行う
おこな

、繰
く

り返
かえ

して行う
おこな

、生活保護費
せいかつほごひ

を返
かえ

さないなど、悪質
あくしつ

と判断
はんだん

されたとき

は、返
かえ

す金額
きんがく

が増額
ぞうがく

（最大
さいだい

４０％増
ぞう

）されたり、告訴
こくそ

される場合
ばあい

があります。 

 告訴
こくそ

の結果
けっか

で有罪
ゆうざい

判決
はんけつ

となったときは、生活保護法
せいかつほごほう

又
また

は刑法
けいほう

に基
もと

づき、懲役や
ちょうえき

、罰金
ばっきん

が科
か

されます。 

なお、懲罰を
ちょうばつ

受
う

けた場合
ばあい

でも生活保護費
せいかつほごひ

を返還
へんかん

する義務
ぎむ

は免除さ
めんじょ

れません。生活保護
せいかつほご

廃止後
はいしご

でも滞納
たいのう

が続けば
つづ

差
さし

押
おさ

えなどの方法で
ほうほう

徴収する
ちょうしゅう

場合
ばあい

があります。 

※不正受給
ふせいじゅきゅう

は、将来に
しょうらい

わたり生活に
せいかつ

大
おお

きな負担
ふたん

と影響を
えいきょう

及
およ

ぼします。 

○生活保護
せいかつほご

を開始
かいし

するとき、処分
しょぶん

できなかった資産
しさん

（土地
とち

、家屋
かおく

、貴金属
ききんぞく

、

有価証券など
ゆうかしょうけん

）を生活保護
せいかつほご

受給後
じゅきゅうご

に売却し
ばいきゃく

て現金
げんきん

を受
う

け取
と

ったとき 

○保険
ほけん

の解約返戻金
かいやくへんれいきん

や給付金など
きゅうふきん

を受
う

け取
と

ったとき 

○年金
ねんきん

や手当
てあて

などで、過去
かこ

に支給
しきゅう

されていなかった分
ぶん

をまとめて受
う

け取
と

ったとき 

○交通事故
こうつうじこ

などによる保険金
ほけんきん

、補償金、
ほしょうきん

示談金
じだんきん

などを受
う

け取
と

ったとき 

○財産
ざいさん

を相続
そうぞく

したとき 

○借金の
しゃっきん

過払金を
かばらいきん

受
う

け取
と

ったとき                   など
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14 その他
た

 

 

 
就労自立給付金

しゅうろうじりつきゅうふきん

について 

生活保護
せいかつほご

から脱却し
だっきゃく

自立
じりつ

すると、税金
ぜいきん

や社会
しゃかい

保険料
ほけんりょう

などの負担
ふたん

が生じ
しょう

ます。 

「就労自立給付金
しゅうろうじりつきゅうふきん

」は、安定
あんてい

した職業に
しょくぎょう

就
つ

いたことなどにより、生活保護
せいかつほご

を必要
ひつよう

としなくなった場合
ばあい

に支給
しきゅう

するものです。 

支給時期
しきゅうじき

 世帯
せたい

を単位
たんい

として生活保護
せいかつほご

の廃止時
はいしじ

に一括
いっかつ

して支給
しきゅう

  

 

 

 

支給額
しきゅうがく

 
単身世帯

たんしんせたい

：上限
じょうげん

 １０万円
まんえん

（最低給付額：
さいていきゅうふがく

２万円
まんえん

） 

２人
ふたり

以上
いじょう

の世帯
せたい

：上限
じょうげん

 １５万円
まんえん

（最低給付額：
さいていきゅうふがく

３万円
まんえん

） 

その他
た

 生活保護
せいかつほご

の利用状況や
りようじょうきょう

収入など
しゅうにゅう

により給付額が
きゅうふがく

異
こと

なります。 

 

 
進学
しんがく

・ 就 職
しゅうしょく

準備
じゅんび

給付
きゅうふ

金
きん

について 

生活保護
せいかつほご

を利用
りよう

している世帯
せたい

については、高等学校
こうとうがっこう

などを卒業し
そつぎょう

たあとに安定
あんてい

し

た 職 業
しょくぎょう

に 就 職
しゅうしょく

、大学
だいがく

などに進学
しんがく

する人
ひと

に対
たい

して、新生活
しんせいかつ

の立ち上げ
た ち あ げ

費用
ひ よ う

として

一時金
いちじきん

を支給
しきゅう

します。 

・進学した場合 

対象と
たいしょう

なる

進学先
しんがくさき

 

大学、
だいがく

短期大学、
たんきだいがく

専門学校、
せんもんがっこう

職業能力開発大学校の
しょくぎょうのうりょくかいはつだいがっこう

 

専門課程
せんもんかてい

、水産学校
すいさんがっこう

、海上技術大学校、
かいじょうぎじゅつだいがっこう

国立看護大学校
こくりつかんごだいがっこう

 

など 

 
支給額
しきゅうがく

 
進学
しんがく

のため転居
てんきょ

する場合
ばあい

：３０万円
まんえん

 

現在の
げんざい

自宅
じたく

から通学する
つうがく

場合
ばあい

：１０万円
まんえん

 

申請時期
しんせいじき

 合格後
ごうかくご

に入学手続を
にゅうがくてつづき

開始
かいし

した日
ひ

以
い

降
こう

 

その他
た

 
現在の
げんざい

自宅
じたく

から通学する
つうがく

場合
ばあい

は、本来、
ほんらい

その人
ひと

の生活保護費
せいかつほごひ

は

支給さ
しきゅう

れませんが、住宅扶助費は
じゅうたくふじょひ

減額さ
げんがく

れません。 
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※「進学準備給付金」
しんがくじゅんびきゅうふきん

以外
いがい

にも奨学金など
しょうがくきん

の制度
せいど

があります。 

 

・就職した場合 

対象と
たいしょう

なる

就職先 

正規
せ い き

、非正規
ひ せ い き

問
と

わず、おおむね 6 ヶ月以上最低
さいてい

限度
げ ん ど

の生活
せいかつ

を維持
い じ

するために、必要
ひつよう

な 収 入
しゅうにゅう

を得
え

ることができると認
みと

められる 職 業
しょくぎょう

など 

 
支給額
しきゅうがく

 
就 職

しゅうしょく

のため転居
てんきょ

する場合
ばあい

：３０万円
まんえん

 

現在の
げんざい

自宅
じたく

から通勤
つうきん

する場合
ばあい

：１０万円
まんえん

 

申請時期
しんせいじき

 内定
ないてい

を得
え

るなど 就 職
しゅうしょく

が確実
かくじつ

であると見込
み こ

まれた時点
じ て ん

 

その他
た

 
現在の
げんざい

自宅
じたく

から通勤
つうきん

する場合
ばあい

は同居
どうきょ

する世帯
せ た い

全体
ぜんたい

で保護
ほ ご

を受
う

ける必要
ひつよう

がなくなることが要件
ようけん

です。 

高等学校など
こうとうがっこう

の卒業後の
そつぎょうご

進路
しんろ

について、早
はや

い時期
じき

から地区担当員
ちくたんとういん

（ケースワーカー）に 相談
そうだん

して

ください。 

 

 
こども支援

し え ん

について 

こどもの学習や
がくしゅう

進路
しんろ

などに悩
なや

まれる場合
ばあい

には、福祉事務所
ふくしじむしょ

の「こども支援員
しえんいん

」に

よる支援
しえん

や「学習支援事業」
がくしゅうしえんじぎょう

（小学
しょうがく

５年生
ねんせい

から中学
ちゅうがく

３年生
ねんせい

まで）を利用
りよう

できます。 

地区担当員
ちくたんとういん

（ケースワーカー）に相談
そうだん

してください）。 
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15 地区担当員
ちくたんとういん

（ケースワーカー）と民生委員
みんせいいいん

児童委員
じどういいん

 

 

 
地区担当員

ちくたんとういん

（ケースワーカー） 

 

福祉事務所
ふくしじむしょ

の職員と
しょくいん

して、生活保護法
せいかつほごほう

に基
もと

づき、あなたの世帯
せたい

の自立
じりつ

のため

に、相談
そうだん

や助言
じょげん

、指導
しどう

にあたります。 

生活
せいかつ

の様子
ようす

の確認
かくにん

や相談
そうだん

に応
おう

じるため、定期的に
ていきてき

お住
す

まいを訪問し
ほうもん

ます。 

 
 

民生委員
みんせいいいん

・児童委員
じどういいん

 

各地域
かくちいき

には、福祉事務所
ふくしじむしょ

と協力関係に
きょうりょくかんけい

ある民生委員
みんせいいいん

や児童委員
じどういいん

がいます。 

生活面での
せいかつめん

心配ごと
しんぱい

があれば、ご相談く
そうだん

ださい。福祉事務所
ふくしじむしょ

への橋渡し
はしわた

をします。 

 

 

 

  



・メモ  



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活保護
せいかつほご

のしおり 

令和 6（2024）年 10 月１日（6 訂） 

岡崎市
おかざきし

福祉事務所
ふくしじむしょ

（岡崎市

おかざきし
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ふくしぶ
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） 


